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「嘔体育学研究第６号20P～27P19S3

おける武芸教育序説

帽出際平（千葉工業大学）

1.研究の目的と研究方法

　　池田時代の干蕎県において最大の地城を支配した佐倉盾における武芸教育が、どのように行われたか

　について、歴代の蒲主のもとに出された条令を中心に、その位置づけや役割について知ろうとするもの

　ごある、石名資料として佐倉藩雑児、佐倉着年寄日記、申命録（１０代藩主堀田正愛…寛政１１年

　・ｌｓＩＩ・～交政７年（１８２７）･‥が藩士金井忠倫に命じて３代藩主正俊以来の施政を調査記録し

　たもの・などを集大成した篠丸頼彦氏による佐首高校吏や佐倉市史、その他印旛村吏、千葉県吏、日本

　yず､I･ソ｡･研究、目塞教育児賢利他武芸教育に関する文献を用い7こ。

Ｚ佐倉藩の概要

　　也I･岬代の干葉県における領地支配の特徴としては、幕府の腰元であるために譜代大名で占められて

　・ヽたが、円谷｀的には喊持５、陣屋１０で、佐倉藩の１１力石の他は、関宿庸の４万５干石を除いて１～

　２り石の小藩が大部分であった（醍応7E年１８６５）。また安房、上総、下総の房総゜陥で約１ ００万

　らのうら、大包蔵を除いた半分以上が幕府の直轄地としての天領や他大名の分領とか旗本の地行地など

　によｰ､て細分叱して支配されていだ。狼地の大名は屡々転封されたが、佐倉藩も寛氷１７年（１６４２）

　剔出､k盛が藻主となるまでに、慶畏１４年（１６０９）に土井勝利が藩主となって以来３３年間に５聚

　も何ている｡よ　本研究の対象である堀田氏は、初代庸主正盛の後を継いだ２代正信が問題を起して城

　地を収ヒげられ、１８年間で中絶しているが、これを前の堀田氏と呼び、復后した３代正俊以後は、上

　州安中、占河、山形、福島と転封され、７９年後の娩享３年（１７４６）７代止亮のとき1乙再び佐倉1乙

　柿剌された。以後の明治４年（１８７１Ｊ廃藩置県に至る１ ２４年間を堀田氏が支配したが、これを後

　の堀「n氏と呼んでいる。細田氏の家系については初代藩主を止盛として壁代藩主を通算した。なお歴代

　の藩覗は幕府との関連が深く、初代止盛は老中、3fな丿三俊は老中、大老、５代正虎は大阪城代、７代正

　亮は大敗城代、老中、８代止鯛は大阪城代、京都所司代、１１代止睡は大阪城代から幕末の外交問題の

　ち難な時期の老中を２圓も勤めるなど、登代の藩主はそれぞれ幕閣における重要な役割を果している。

ａ佐倉藩における武芸教育

　　ぴ｡i蒲の武芸の盛衰は、それぞれの時代の社会的、財政的な条件に大きく影響されたが、蔵王の武芸

　教育に対すろ姿勢によるところも大きい。しrこがってその変遷については盛代庸王の出された教令に兇

　出すことができると考えられるので、教令を中心として考察をすすめたい。なお３代－主堀田正俊より、

　竃政４１ｔ１（１７９２）佐倉学期所一温故重一が設立されるまでを前期とし、それ以後明治４年（１８７１）

　の廃藩置県に至るまでを後期とした。

　出前　期

　　　佐粛藩の歴代の藩主は武芸より文学を好ひ傾向があったといわれているが､必武芸教育にも熱意を

　　示しており、文武伺れにも片寄った施策はみられない。佐倉藩の藩政の基本となるのは、上州安中に

　　転封きれた３代藩主正俊によって寛文７年（１６６７）ｓこ吊されrこ御家三箇条である。これは藩運営
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１

　　憲政元年（１７８９）１０月（正順代）　　　・

　　武術得免許候者は、是迄茂樹噴美枝下樅処、武術之儀は、其身嗜には候辱共、格別に心掛侠処尤lこ

　思召候には、以来武術得免許骸看は、席無差別、耶屋住之者、讐次男たり共厚微騰美可被下候。尤麺

　き者江は御足米、又は御目録司教下露骸。文略。

（2）後　期

　　佐倉学問所、佐倉藩校としての佐倉学問所は寛政４年（１７９２）、８代藩零rF順によって創設さ

　れ、温放堂と称した。この頃すでに全国の諸藩で３０以上の藩校が設立されていたが、千葉県でも各

　々同じ時期に佐貫藩の減退館、久留里藩の三近－などの藩校が開設されている。

　　全国的に藩校の股立が天明、寛政に多いのは、幕府が天明８年（１７８８）に昌平坂学問所を開設

　し、朱子学を正学として統一したことが大きく影響している。佐倉学聞所での教胃は、昌平坂学問所

　にならって、入学、修業、授業、行纒の四則を規定ぷし、朱子学を中心として行われた。特色として

　は藩士だけではなく領民にも開放されたことであるが、どの位参加したかは不明である。なお武芸は

　学問所の制厦には取入れられておらず、各種目別流派別の師範により師家道場で行われている。一般

　的に師家道場は師範の私宅を稽古所としており、藩の管理支配を受けていなかったが、佐倉藩では、

　師範は藩主の任命によるもので、藩士であるとともに家業としていた。また既に述べたように中和流

　師範が選場の増築で藩の援助を受け7こことや、享保５年の藩主による師範入江の教令にみるように藩

　の監督を受けるとともに師家道場は、佐倉藩の武芸教育に大きな役割をもっていrこと忠われる。

　　学問所の不振と文武芸術之制、学関所一度故堂の教育も文化｡文政びﾒ知己なると次第に不振となっ

　た。その理由としては教授以下指導者の多くが他に本務があり、兼務で行われていたことや、後半に

　は良師を得られなかったこともあるが、最大の原因は藩財政の悪化に伴って瑞士の生活の困窮による

　士慨の退廃咄があげられる。この風潮は佐倉藩だけではなく、幕府及び他の諸藩でも同じように財政

　の悪化と士風の低下がみられた。幕府でも文武振興策がとられたが、旗本の関心は低く、文化、文政

　から天保にかけて最も低調であった｡妙

　　文化８年（１ ８１１ ）１０代藩主正愛によって示された教令は、「文学手跡武芸槽吉之儀、前々彼

　仰出候事には候得共、親々厚相心得、無油断致修業候様、可肢申聞候。年輩之辰、御役儀相勤恢面々

　たり共、御用透之節、敢修行候儀は心掛次第之事に候とあり、吏に３年後の文化１１年にも大身の者

　をはじめ各階層の者も学開所へ出て学問をするように督励の触書を出している。しかしその効果は余

　り上らず次第に学問所は衰微した。この状態のなかで文政８年（１８２８）に１１代藩主となった止

　睦は、藩政改革のために人材を登用し、窮乏の藩士S乙救済処置をとるとともに衣、食、住から慶弔な

　ど諸会合の飲食から参加人員に至るまできぴしく制限しているが、特に重視したのは文武振興による

　士風の刷新をはかるためで、天保４年（１８３３）に文武芸術の制を定め公示している。この条令は

　画期的なものであり藩政改革の核心となっているが、内容はﾄﾞ記のように３代藩主のぶされた家法を

　はじめ歴代藩主によって出された主な条令を示し、改革の中心となる文武振興のための諸規定をボし

　たものである。

　　天保４年（１８３３）文武芸術之馴ｕ

　　文武芸術之儀、御代々様被仰付徴候箇条左之通

　　　御家三箇条（既出略）寛文７年（１６６７）

　　　安中ﾄﾞ知状（　〃　）　　zy
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　　享保三限二月間跨付｛脱出略｝（１ ７１ ８ ）

　　交化八年十二月鮫仰出（　μ　　）（１ ８１ ０ ）

　６之通面々政仰出有之とは、文武芸術之儒は厚く心唄、親兄弟も厦油断lll昌司致筈之処、近年ぎ､輩

之澱文武芸術に怠り、酒邑にふけり候族多く何之段肢聞召不Ui唇Ｓ険。依之、向後武芸未熟之名家督

跡式は、衝代々機関定之通町靫Ｆ置候附共知行之同歩合を以、増引司教仰付政事。但幼少引有内は噌

引無之候事。

　一、文武芸術之同　文学　小学四書講義成就　礼節癌iし免許　降法演段術迄成就

　　兵学免許　武芸一術免許右之同一術成就いたし候はぱ眉引関戻町政下候串。

（文節）

　一、諸士以上之男子次三男に至迄八才に組成候はば最寄辰害陰古所之差出、読書手跡礼節等修業叫

　　為政候。拾五才に相威候はば、学校え差出町中候。洽五才以下にても望之者は学校え匿出候儀勝

　　手次第。但八才に相成揆に付最寄隠占所へ差出候段、支配頭大目付之弓削遅候。病身又は無拠差

　　支等有之難差出候はば、是以同様弓相達候。

　一、武芸稽古之儀は拾五才以上岡万之成共面々望之方え差出、修業町為致候。但右同断幼年より差

　　出候蟻は面々勝手次第、

　l｀月のように、この条令の中心となろのは、従来より藩財政窮乏のため盾士の家吸は割引されてい

たが、家晋相続の際、文武未熟の者は増引すなわら吏に支給順を域らす。但し文武のうち何れか免許

を得れば復旧させる。所謂一雨免許の胴ということである。また藩士の子弟は８才になると稽古所へ、

１５才以上は学問所（盾故窒）で学ふことと、武芸を修業することを強く詣示している。この制度は、

２年後の或箇書院発足に倅って義務制となり、欠席者は届出制であり、退学は許されないというきび

しいものになっている。なお武芸を含めて仙へ修業希望の者は、願の上許されるとしているが、この

制度は、江戸藩邸及ぴ遠隔の藩士の居庄地にも施行されている。

　この制度は天保４年（１ １ ３３ ）１１月に、藩主自ら独礼以上の者を喊円に集めて申渡したにも拘

らず、不参加者があるなど徹底しなかった面もあったようで、吏1こ翌年の天保５年（１８３４）１１

月に再度晋随一の触を出し、不参の者に対しては頭支配や大目付によって取調べるなど、文武振興の

強化に努力しているが、この態勢は次の成一書院の開設に結びついている。

　成箇書院、文武芸術之制が公示されてから３年後の天保７年（１８３６）１０月に学問所は拡大整

備され再発足した。

　威徳書院　文武芸術之制が公示されてから３年後の天保７年（１８３６）１０月に、佐倉学問所は

従来の端数中心の小規模な学問明から、儒学の他に医学所、六芸所、演武場として兵学所、弓術所、

馬術所、両所、柔術所、砲術所、水哨所を含む総合的な藩校として威胎書院と昨して開設されな。

威徳ｉ院の開設に当っては、屠財政の困窮したなかでの教育施設の建設や充実、管理運営組織の整備

と指導体制の確立は、文武振興の上で画期的な事業であったといえるし､熱意の強さを示したものとい

えよう。

　演武場と武芸教育、武芸教育の場としての演武場は、成蘭書院外附属として、威徳書院が発足して

から３年後の天保１０年（１８３９）に管理運営の組織や規定かつくられ、建物が完成したのは翌年

の天保１１年１０月となっている｡ｕまた演武場における武芸修業の目的や留意事項として次のよう

に演武場条目３が示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-23－
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;･j1.･jlこ一一la･ll交換は・|こな9rこであろうし、塵髪の利用|こ･っいてS虚、偕●で６茜�目別鷹一別1ご日割

や･|･一一i∃I..‘14などの祠喘盾|こより咄古祠嘲●浹めているとことが多いので、それぞilの龍一で話自1こ

､よ一2こ､4:y･rこと駐‘､われるｓ

　-゛りこ､|.･-7jii興唄として就震と～飽攬撃の謨IZilある．試畠|ま�駿であ旬各磯目別菱雌別|と、それぞ

れ1私li-i¬｢われた．｣･鮪攬撃の･剽はＡＭ・朋のrこめであね、師範や鍼拠|こより、門弟のうち行状や才

盾の●れている壽●、●行1と推薦する制度である．試業|ごついては、大師１５年(１ １４ ４ )の記録』!

･こよると、ａ２循励のalこ魏試として、弓、槍．刀､.柔の各鰹派の就業|と●圭自らが１０回立きてい

る．このような廟ｔの無意1こより文武１剛の制宦が働・した為か、武芸奨励の威果が上、たようで、

それ昏示すｇのとして弘化２年(ＩＳ４ｓ)、文武芸術朧より、武･芸鐘退場の担当看1ご対して示きれ

た次gりような歯付alこあらわれていa。

　i ‘.･.1.JI･.・ltjij･J一如出毎々諸ｇｌ�蜜、Ｓ業念様子１朗閥承知は麹Ｉ観持銘、去・腐爛城已畿遠

心al､JS121'li、l!召２外一統上・２恨とも劃●♭1之旨閥沙汰有之、於拙酋共曇Å瞳有傭囃直観．右槽
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　として県立佐倉中学に移管されるまで、地域教育の中心的存在となった。

まとめ

　佐倉藩における武芸の盛衰は、それぞれの時代の藩財政や社会的条件に大きく影響されたが、後の堀

田氏といわれる７代までの藩主の度重なる移封や、天災による凶作は悪財政の愚化となり、しばしは士

風の低下となってあらわれた。したがって藩政改革の手段として、きびしい倹約令とともに武芸振興に

よる士風刷新が行われるのが常であった。その中で、画期的なものとしては、天保の改革といわれた藩

制改革で、その核心となるのは一術免丿許とする文武奨励策であり、教育施設として天保７年（１９３６）

に間詮された威徳書院、並に天保１０年に儒てられた演武場などの整備充実したことである。したがっ

て従来師家道場で行われた武芸は、演武場において計画的統一的に行われるようになった。しかし幕末

期の対外問題が大きくなると軍事体制が強化され、銃砲を中心とした兵制改革が行われるとともに、弓

術が畷1り乙なるなど武芸も変化があらわれるようになった。今回は佐倉藩の武芸教育、歴史的な推移に

ついて、藩主の教令を中心に概括したが、佐倉藩の武芸の特質や諸悪との比較などについて、吏l乙検討

を続けｱこい。
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